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学校教育目標 
自主・練磨・敬愛 

目指す学校像 「笑顔と活力あふれる学校」 ～一人一人の「よさ」を見つけ、伸ばす～ 

一中だより 

 

「笑顔と活力あふれる学校」 

校長  岡島 一恵 

 暑い夏からスタートした二学期も季節は寒い冬へと移り、本日無事終業式を迎えました。昨日の全校大掃

除後に掛けたワックスが校舎全体に香り、二学期の終了を感じさせます。合唱祭をはじめとし、生徒の活躍

と成長が多くみられた二学期でした。１２月に入って行われた生活委員会主催の始業前の落ち葉掃き清掃で

は、親師会の皆様にも御協力いただきましたが（大変ありがとうございました。）、その活動は、生活委員だ

けの活動にとどまらず、実に多くの生徒ボランティアが参加してくれていました。校舎内を歩いていると、

時間を意識して足早に次の活動場所へ移動する生徒たちですが、すれ違い際に「こんにちは」と、相変わら

ずさわやかな挨拶をしてくれます。寒い冬ですが、学校は、生徒たちの笑顔と活力にあふれ、心の中は温か

です。二学期も保護者・地域の皆様に変わらぬ御支援・御協力いただきましたこと深く感謝申し上げます。

これからも、生徒たちの成長のために、本校教職員一丸となって取り組んで参ります。今後とも御理解・御

協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、本日、お子様が、通知表を持ち帰ります。前学期末にもお願いしましたが、是非、お子様の成長した部分 

を取り上げ、認めて褒めてあげてください。そして、３学期に向け、目標をもって臨めるよう励ましていただければと思います。 

 

それぞれの学級の廊下に、各々が選んだ今年の漢字が掲示されていま

す。書かれた漢字の下には、それぞれが１年を振り返り、どんな想いでこ

の漢字を選んだのか、「友達と沢山会話したから」「責任ある立場になった

こと」「思いやりをもてたこと」「多くの学びがあったから」など、その理

由も添えられています。中には、色々な想いから自作の漢字を書いている

生徒もいて、生徒たちの豊かな発想に感心させられます。 

3年生の社会科授業「地方自治を主権者教育の観点から学ぶ～20年後

も多くの人が暮らしていたい川越にするために～」で、各クラスのグルー

プ毎にまちづくり政策案を作成しました。各クラスの代表者22名が、

22日午後、市役所において、森田市長、新保教育長、市の職員の方にお

時間をいただき、プレゼンテーションによる提案を行いました。授業で学

んだことや自分で調べたこと、市民意識調査等で見えてきた課題などを踏

まえ、暮らしやすさ、川越の魅力を更に引き出すためのアイデアに富んだ

様々な提案があり、素晴らしかったです。市長さんをはじめ多くの職員の

方からもお褒めの言葉をいただきました。川越第一中学校の政策案が一つ

でも実現されると嬉しいです。 



 

 

暑い夏からスタートした二学期もいつの間にか、秋も通り過ぎ、寒い冬となりました。３つの季節を駆け抜けた二学

期もいよいよ今日は終業式です。さて、二学期の始業式にした私の話を覚えていますか。戦後８０周年を迎え、戦争を

知らない私たちが今できることは何か、自分の命と仲間を大切にすること、共に学び、笑い、ぶつかり合いながらも理

解しあい、尊重し合える人間関係を作っていくことこそが平和への原点であり、本校の学校教育目標「敬愛」の精神だ

と話したと思います。また、「学びて厭わず」。学びは、日々の中にたくさんあり、学ぶ意欲、気持ちが自分を成長させ

るとも話しました。仲間を大切にすることができましたか。意欲をもって学びを積極的に取りに行くことができたでし

ょうか。各学級で二学期の振り返りを行っていると思いますが、そんな点も是非、二学期終業式の今日、自分自身で振

り返る機会としてください。 

１年生。入学した４月に比べ、大分学校に慣れました。そして、学級での生活や行事などの取組の中で、集団で取り

組む意義を学び、自分のクラスへの愛着やクラスのまとまりが感じられるようになりました。昨日参観した学年集会の

楽しく温かい雰囲気がそのことを象徴しています。きっと上手に声を掛け合って行動できる人が増えたのでしょう。異

なる考え方や価値観等、意見を交わしつつも理解しあえる、そんな大人の人間関係を構築し、上手な声掛けの輪が更に

広がることを期待します。 

２年生。３年生からバトンを引き継ぎ、学校生活での中心的な役割を担う責任ある立場を任されることが増えました。

その為か、どことなく、顔つきが変わってきた生徒を見つけるようになりました。先日の歯科保健指導や昨日の学年集

会での皆さんの集中力は素晴らしかったです。清掃でも２年生ならではの気付きや思いやりをもって取り組む様子が見

られました。来年は、いよいよ３年生が卒業し、君たちが学校の顔となり、上級生がいるからこその甘えは効かなくな

ります。責任は重いけれど、その分成長もするはず。今後の皆さんの飛躍を期待します。 

３年生。先日は代表者による市役所において社会科で学び検討し

た街づくり政策案の発表がありました。とても素晴らしい発表でし

たね。市長さんをはじめ市役所の方から多くのお褒めの言葉をいた

だきました。何より、この政策案については、全員で取組み、各ク

ラスから選ばれた代表者が参加したとのこと。生徒会活動は学校生

徒全員で取り組む意義と同じように、本来政治も市民全体で関心を

もって取り組むものです。どうですか。政治に関心をもてた学習に

なりましたか。二学期が終了し、残す所いよいよ、義務教育最後の

学期を迎えます。仲間との大切な残りの時間を充分味わってほしい。

進路選択の不安や悩みも、学校に来て、皆がいるから落ち着ける温かい空間を、今のまま失わずにいてほしいと思って

います。何度か紹介してきた星野富弘さんの来年用のカレンダーを購入しました。その中の詩を１つ紹介します。今ま

での、色々な経験が、全部、皆さん自身の力となっていきます。だから自信をもって頑張ってください。そして、もし、

今辛くとも、その辛い思いも必ず皆さん自身のこれからの力となって未来の皆さんの大きな力となるはずです。応援し

ています。 
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本校の美術・文化総合部
が、川越八幡宮の巨大絵馬を
作成しました。来年の干支に
ちなんで、川越の名所をバッ
クに、躍動感あふれる大きな
一頭の白馬を部員皆で協力し
て描きあげました。 
奉納の式が行われた２０日

には、多くの新聞社の方から
の取材もありました。 

二学期終業式 式の言葉 

巨大絵馬  
奉納 


